
はるかな尾瀬 特集号 2023.323 はるかな尾瀬 特集号 2023.3 22

１
．
は
じ
め
に

　

尾
瀬
の
コ
ウ
モ
リ
相
に
つ
い
て
は
、
種
数
が
多
い
こ
と

や
、
コ
ヤ
マ
コ
ウ
モ
リ
や
チ
チ
ブ
コ
ウ
モ
リ
等
の
環
境
省

レ
ッ
ド
リ
ス
ト
掲
載
種
が
生
息
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
は
比
較
的
ア
ク
セ
ス

の
よ
い
山
ノ
鼻
や
御
池
、
尾
瀬
沼
の
一
部
に
限
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
群
馬
県
側
で
の
調
査
は
１
９
８
０
年
以
降

行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
私
た
ち
コ
ウ
モ
リ
調
査
班
は
、
第
４
次
尾
瀬
総

合
学
術
調
査
（
２
０
１
７
〜
２
０
１
９
年
）
で
は
、
尾
瀬
の

コ
ウ
モ
リ
相
お
よ
び
コ
ウ
モ
リ
類
の
生
息
の
現
状
を
把
握
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
尾
瀬
全
域
（
尾
瀬
ヶ
原
・
尾
瀬

沼
・
周
辺
の
ア
ク
セ
ス
域
）
で
コ
ウ
モ
リ
類
の
捕
獲
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

２
．
日
本
の
コ
ウ
モ
リ

　

コ
ウ
モ
リ
は
飛
ぶ
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の
哺
乳
類
で
す

（
図
１
）
。
日
本
で
は
絶
滅
種
を
除
き
37
種
の
コ
ウ
モ
リ
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
の
２
種
に
つ
い
て
は
、
日

本
で
の
記
録
が
報
告
さ
れ
た
の
は
ご
く
最
近
（
２
０
２
２

年
）
の
こ
と
で
す
。
日
本
の
コ
ウ
モ
リ
は
、
沖
縄
、
小
笠
原

な
ど
に
生
息
す
る
果
物
な
ど
を
食
べ
る
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
の
仲

間
２
種
を
除
く
と
、
他
は
す
べ
て
食
虫
性
の
コ
ウ
モ
リ
で

す
。
尾
瀬
に
生
息
し
て
い
る
コ
ウ
モ
リ
は
、
す
べ
て
食
虫
性

で
、
エ
コ
ー
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。
エ
コ
ー

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
声
（
ふ
つ
う
は
超
音
波
）
を
だ
し
反

響
し
て
き
た
音
を
聞
い
て
、
エ
サ
や
周
り
の
環
境
を
把
握
す

る
こ
と
で
す
。
コ
ウ
モ
リ
に
は
様
々
な
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
が

あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
虫
を
食
べ
る
コ
ウ
モ

リ
で
は
昆
虫
の
個
体
数
を
抑
え
る
は
た
ら
き
が
あ
り
ま
す
。

３
．
森
に
す
む
コ
ウ
モ
リ
の
調
べ
方

　
コ
ウ
モ
リ
の
多
く
は
、
エ
サ
を
食
べ
る
場
所
や
昼
間
の
ね

ぐ
ら
の
場
所
な
ど
と
し
て
森
林
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
森
林

で
は
、
コ
ウ
モ
リ
を
直
接
観
察
す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、

生
息
種
を
確
認
す
る
に
は
捕
獲
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
コ

ウ
モ
リ
を
捕
ま
え
る
に
は
捕
獲
許
可
を
得
る
必
要
が
あ
り
、

環
境
省
や
群
馬
県
、
福
島
県
、
魚
沼
市
の
捕
獲
許
可
を
取
得

し
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
沢
や
道
な
ど
コ
ウ
モ
リ
が
よ
く

飛
び
そ
う
な
と
こ
ろ
に
、
か
す
み
網
や
ハ
ー
プ
ト
ラ
ッ
プ
を

設
置
し
ま
す
（
図
２
）
。
そ
の
後
は
、
ひ
た
す
ら
コ
ウ
モ
リ

が
捕
ま
る
の
を
待
つ
だ
け
で
す
。
か
す
み
網
も
ト
ラ
ッ
プ
も

尾
瀬
の
コ
ウ
モ
リ
類

安
井
さ
ち
子
（
日
光
森
林
棲
コ
ウ
モ
リ
研
究
グ
ル
ー
プ
）

図１．飛翔するヒナコウモリ。腕についているのは個体
識別用バンド。片品村山ノ鼻。撮影：大沢夕志。

図２．ハープトラップ。四角い枠に楽器のハープのよう
にテグスがはってあり、飛んできたコウモリはそこにあ
たって落ち、下の袋に入る。片品村鳩待峠。
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人
に
は
よ
く
見
え
な
い
の
で
す
が
、
先
に
書
い
た
よ
う
に
、

コ
ウ
モ
リ
は
エ
コ
ー
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
お
り
、
ト

ラ
ッ
プ
に
気
づ
き
避
け
る
こ
と
も
多
く
、
簡
単
に
は
捕
ま
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
ど
こ
に
ど
の
よ
う
に
設
置
す
る
か
を

工
夫
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ウ
モ
リ
は
、
昼
間
は
ね
ぐ
ら
で
休
息
し
て
い
ま
す
。
夏

の
昼
間
の
ね
ぐ
ら
の
場
所
は
、
出
産
哺
育
に
使
わ
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
ね
ぐ
ら
と
し
て
利
用
す
る
場
所
は
、
コ
ウ
モ

リ
の
種
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
森
林
で
は
樹
洞
や
枯
れ
た

木
の
浮
い
た
樹
皮
の
下
、
枯
れ
た
葉
が
ま
る
ま
っ
た
中
な
ど

が
利
用
さ
れ
ま
す
。
一
方
、
森
林
の
近
く
に
人
工
構
造
物
が

あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
を
ね
ぐ
ら
と
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
自

然
の
ね
ぐ
ら
を
探
す
の
は
難
易
度
が
高
い
た
め
、
今
回
の
調

査
で
は
建
物
、
橋
、
ト
ン
ネ
ル
で
コ
ウ
モ
リ
を
探
し
ま
し
た
。

４
．
捕
獲
後
の
作
業

　
捕
獲
し
た
コ
ウ
モ
リ
に
つ
い
て
は
、
計
測
を
行
い
、

種
を
同
定
し
ま
す
（
図
３
）
。
同
定
を
行
う
際
に
は
、

顔
、
耳
の
形
、
皮
膜
の
後
ろ
足
へ
の
つ
き
方
、
前
腕
長

（
手
首
か
ら
ひ
じ
ま
で
の
長
さ
）
等
を
調
べ
ま
す
。
例

え
ば
、
ニ
ホ
ン
ウ
サ
ギ
コ
ウ
モ
リ
は
そ
の
名
の
と
お
り

長
い
耳
が
特
徴
で
す
（
図
４
）
。
コ
キ
ク
ガ
シ
ラ
コ
ウ

モ
リ
は
鼻
の
ま
わ
り
に
鼻び

葉よ
う

と
よ
ば
れ
る
ひ
だ
が
あ
り

ま
す
。
ヒ
メ
ホ
オ
ヒ
ゲ
コ
ウ
モ
リ
で
は
、
耳
に
あ
る
耳じ

珠じ
ゅ

は
や
や
細
長
く
、
そ
の
先
端
は
と
が
っ
て
お
り
、
ホ

オ
ヒ
ゲ
コ
ウ
モ
リ
属
の
仲
間
に
特
徴
的
な
形
を
し
て
い

ま
す
。
コ
テ
ン
グ
コ
ウ
モ
リ
は
鼻
が
少
し
突
き
出
て
い

る
の
が
特
徴
で
す
。
こ
の
他
、
尾
瀬
で
出
産
哺
育
が
行

わ
れ
て
い
る
か
を
知
る
た
め
、
性
別
や
繁
殖
状
態
に
つ

い
て
も
調
べ
ま
し
た
。

５
．
尾
瀬
の
コ
ウ
モ
リ
相
と
生
息
の
現
状

　
今
回
、
森
林
で
の
捕
獲
調
査
は
17
地
点
で
計
30
晩
、
人
工

構
造
物
で
の
ね
ぐ
ら
探
索
調
査
は
５
地
点
で
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
コ
キ
ク
ガ
シ
ラ
コ
ウ
モ
リ
、
ク
ビ
ワ
コ
ウ
モ

リ
、
モ
リ
ア
ブ
ラ
コ
ウ
モ
リ
、
チ
チ
ブ
コ
ウ
モ
リ
、
ニ
ホ
ン

ウ
サ
ギ
コ
ウ
モ
リ
、
ヒ
ナ
コ
ウ
モ
リ
、
カ
グ
ヤ
コ
ウ
モ
リ
、

ヒ
メ
ホ
オ
ヒ
ゲ
コ
ウ
モ
リ
、
モ
モ
ジ
ロ
コ
ウ
モ
リ
、
ノ
レ
ン

コ
ウ
モ
リ
、
コ
テ
ン
グ
コ
ウ
モ
リ
の
11
種
１
３
２
個
体
（
森

林
で
の
捕
獲
調
査
で
１
２
７
個
体
、
ね
ぐ
ら
探
索
調
査
で
５

個
体
）
が
捕
獲
確
認
さ
れ
ま
し
た
（
図
５
）
。
こ
の
う
ち
、

図３．コウモリを計測しているところ。暗い中での
作業になる。

図４．（左上）ニホンウサギコウモリ、（右上）コキクガシ
ラコウモリ、（左下）ヒメホオヒゲコウモリ、耳にある突起
状のものが耳珠、（右下）コテングコウモリ。

図５．森林での捕獲調査におけるコウモリの種ごとの個体数。和名はコウ
モリを略した。 
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コ
キ
ク
ガ
シ
ラ
コ
ウ
モ
リ
、
モ
リ
ア
ブ
ラ
コ
ウ
モ
リ
、
ノ
レ

ン
コ
ウ
モ
リ
は
尾
瀬
で
の
初
確
認
で
し
た
。
過
去
に
記
録
の

あ
る
ヤ
マ
コ
ウ
モ
リ
、
コ
ヤ
マ
コ
ウ
モ
リ
、
テ
ン
グ
コ
ウ
モ

リ
を
あ
わ
せ
る
と
、
尾
瀬
で
確
認
さ
れ
た
コ
ウ
モ
リ
類
は
２

科
９
属
14
種
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
環
境
省
（
２
０
２
０
）
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
掲
載
種
は

計
６
種
で
、
ラ
ン
ク
の
高
い
順
か
ら
、
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ｂ
類
Ｅ

Ｎ
が
コ
ヤ
マ
コ
ウ
モ
リ
、
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
Ｖ
Ｕ
が
ヤ
マ
コ
ウ

モ
リ
、
ク
ビ
ワ
コ
ウ
モ
リ
、
モ
リ
ア
ブ
ラ
コ
ウ
モ
リ
、
ノ
レ

ン
コ
ウ
モ
リ
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
地
域
個
体
群
Ｌ
Ｐ
が

チ
チ
ブ
コ
ウ
モ
リ
（
本
州
と
四
国
の
個
体
群
）
で
す
。
そ
の

上
コ
ヤ
マ
コ
ウ
モ
リ
、
ク
ビ
ワ
コ
ウ
モ
リ
、
モ
リ
ア
ブ
ラ
コ

ウ
モ
リ
、
チ
チ
ブ
コ
ウ
モ
リ
は
日
本
に
だ
け
生
息
す
る
日
本

固
有
種
で
も
あ
り
ま
す
。

　

森
林
で
の
捕
獲
調
査
で
捕
獲
地
点
数
・
個
体
数
（
13
地

点
・
63
個
体
）
と
も
に
最
も
多
か
っ
た
種
は
、
ヒ
メ
ホ
オ
ヒ

ゲ
コ
ウ
モ
リ
で
（
図
５
）
、
尾
瀬
の
コ
ウ
モ
リ
相
を
構
成
す

る
主
要
な
種
と
い
え
ま
す
。
ね
ぐ
ら
と
し
て
建
物
も
利
用
し

ま
す
が
、
自
然
の
ね
ぐ
ら
と
し
て
、
太
い
木
や
枯
死
木
の
樹

皮
下
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
種
が

多
く
確
認
さ
れ
た
の
は
尾
瀬
に
自
然
林
が
広
範
囲
に
存
在
す

る
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
他
方
、
尾
瀬
で
も
あ
ま
り
確
認
さ
れ
な
い
コ
ウ
モ
リ
も
い

ま
す
。
チ
チ
ブ
コ
ウ
モ
リ
（
図
６
）
は
、
分
布
が
局
所
的

で
、
尾
瀬
沼
の
北
東
部
の
針
葉
樹
林
２
地
点
で
の
み
捕
獲
さ

れ
ま
し
た
。
木
村
ほ
か
（
２
０
０
２
）
等
の
既
存
の
記
録
で

は
、
ほ
ぼ
同
じ
場
所
の
混
交
林
で
夏
に
授
乳
中
の
メ
ス
が
確

認
さ
れ
て
お
り
、
尾
瀬
で
出
産
哺
育
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
北
海
道
北
部
や
東
部
で
は
多
く
捕
獲
さ
れ
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
本
州
の
繁
殖
地
は
数
地
域
し
か
知
ら

れ
て
お
ら
ず
、
貴
重
な
生
息
場
所
と
い
え
ま
す
。
こ
の
種
に

限
り
ま
せ
ん
が
、
生
活
史
に
つ
い
て
の
情
報
は
不
足
し
て
お

り
、
今
後
の
課
題
で
す
。

６
．
保
全
に
向
け
て

　
今
回
の
調
査
で
、
尾
瀬
の
コ
ウ
モ
リ
は
種
数
が
多
い
こ
と

や
環
境
省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
掲
載
種
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
改
め

て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
で
、
ラ
ン
ク
Ｅ
Ｎ
の
コ
ヤ
マ
コ

ウ
モ
リ
は
、
開
放
空
間
を
飛
ぶ
タ
イ
プ
の
た
め
捕
獲
し
や
す

い
種
で
は
な
い
も
の
の
、
尾
瀬
で
30
年
以
上
確
認
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
環
境
の
変
遷
の
調
査
や
、
音
声
録
音
な
ど
捕
獲
以

外
の
手
法
を
用
い
た
調
査
も
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
本
稿
で
は
コ
ウ
モ
リ
相
調
査
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
た

が
、
こ
の
他
、
分
類
学
的
な
課
題
の
あ
る
尾
瀬
の
ヒ
メ
ホ
オ

ヒ
ゲ
コ
ウ
モ
リ
の
遺
伝
的
構
造
に
つ
い
て
も
調
べ
ま
し
た
。

遺
伝
的
構
造
や
他
地
域
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

は
、
保
全
の
た
め
の
効
果
的
な
管
理
単
位
を
把
握
す
る
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
様
々
な
生
物
と
同
様
に
、

コ
ウ
モ
リ
類
に
お
い
て
も
海
外
の
研
究
（Rebelo et al. 

2010

等
）
で
す
が
温
暖
化
に
よ
る
分
布
の
変
化
が
予
測
さ

れ
、
特
に
寒
冷
な
気
候
と
関
連
す
る
種
は
よ
り
深
刻
な
影
響

を
う
け
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
長
期
的
な
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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図６．チチブコウモリ。檜枝岐村尾瀬沼東。撮影：大沢
夕志。


